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１．学校について

パース日本人学校（JSP）は、日本国政府・文部科学
省の認める全日制日本人学校である。また、オーストラリ
ア連邦政府（Commonwealth Schools Commission）、
並びに西オーストラリア州政府（Ministry of 
Education）の公認を受けた私立学校である。
  本校は、主として西オーストラリア州パース周辺に生活
している日本人児童・生徒を対象に、小学校と中学校の
教育課程を実施している。本校の教育内容は、日本国教
育基本法及び学校教育法に基づき、日本国文部科学省
の示した学習指導要領に準拠している。また、西オースト
ラリア州の教育カリキュラムも満たす教育活動を行ってい
る。

また、地元の公立小学校であるシティ・ビーチ小学校と
キャンパスを共有しており、2つの学校コミュニティの交流
を育む活気ある環境となっている。本校は、子ども達がグ
ローバル社会で生き抜くために必要なスキルと知識を育
む、質の高い教育を提供することを目指している。

1978年（昭和53年）：文部省より認可を受け開校
1990年（平成 2年） ：スカボロに移転
1995年（平成 7年）：文部省より日本国内の小中学校と同等の課程を有するとして認定
1998年（平成10年）：4学期制導入（学期制を現地校に近づけるため）
2007年（平成19年）：創立30周年記念式典挙行
2009年（平成21年）：シティービーチに移転
2018年（平成30年）：City Beach Primary school校地内に移転

About school



２．学校組織について
   

School organization



３．学校教育目標
   

日本国憲法に示された人間尊重の精神を基調とし、オーストラリアの法令を遵守しつ
つ、グローバル化等の社会の変化に主体的に対応できる生きる力を身に付けさせる。そ
のために、国際社会の中で生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる
「思考力・判断力・表現力」、学んだことを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう
力・人間性」の三つの資質・能力をバランスよく育む。

「グローバル社会に対応する生きる力を備えた児童生徒の育成」

知
よく考え，よく学ぶ

（自ら課題を発見し，解決する力）

体
礼儀正しく，たくましく

（心身共に健康で，最後までやり遂げる力）

徳
思いやりと，やさしさ

（自他のよさを認め合い，正しく行動する力）

Our goal



４．パース日本人学校の価値観

私たちの価値観は、礼儀正しさ、誠実さ、責任感、公平
さ、寛容さ、粘り強さ、努力、そして自他への敬意に基づい
ている。中学部生徒会が設定したStudent code of
conductは異学年同士でよりよいコミュニティを築く指針
となっている。

Our values



５．在籍児童生徒数と特徴

202６年１月末の在籍児童生徒数は４２名であった。こ
のうち、３５人が小学校のクラスに在籍し、７人が中学校の
クラスに在籍している。

学年 男 女 計

小学部1年 ２ ３ ５

小学部2年 ２ ５ ７

小学部3年 ２ ２ ４

小学部4年 ７ ４ １１

小学部5年 ３ ２ ５

小学部6年 ３ ２ ５

中学部１年 ２ １ ３

中学部２年 ０ ２ ２

中学部３年 ０ ０ ２

合 計 ２１ ２１ ４２

児童生徒数は年度を通じて頻繁に変動している。202５
年４月から202６年１月までの1年間で、７名の児童生徒
が現地校への転出、日本へ帰国している。一定数の転入
もあり、児童生徒数は維持されている。

Characteristics of students and student numbers



６．ガバナンス＆コンプライアンス

理 事 長Chairperson 渡辺 泰

理 事 Director 森下 健

理 事 Director 大野 研也

理事（会計）Treasurer
永滝 純

理事（PTA）Director

理事（領事）Director 中津川 貴

理事（WJSP）Director マッカーサー 千里

オブザーバー Observer 竹澤 優

パース日本学校は、すべての法律および規制上の要件
を遵守するよう努めている。2020年に、西オーストラリア州
における独立校としての登録をされた。本年度１１月には、
５年間の登録更新が行われた。 学校の統治機関はJSP
理事会である。理事会は学校の全体的なガバナンスを担
当し、校長と協力して学校の日常的な運営を管理している。
通常、理事会は2か月に1回、定例理事会を開催するが、必
要に応じて追加の会議が設定される場合がある。校長は
理事会と継続的な連絡をとり、主に理事会会長を通じて
行っている。

As of March 2025 JSP Board

Governance & Compliance

        (As of March 2025 JSP Board)



７．財務状況と概要

最新のAISに掲載された財務情報

64%
3%

25%

1%

7%

収入
Total revenue: $1,027,025.00

政府からの収入

その他の収入

寄付金および遺贈による収入

商品またはサービスからの収入

投資収益

62%

38%

支出（経費）
Total expenses: $1,010,235.00

人件費

その他の経費

https://www.acnc.gov.au/charity/charit
ies/82e3cd79-3aaf-e811-a95e-
000d3ad24c60/profile

Governance & Compliance

        (As of March 2025 JSP Board)
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８．教職員について

教職員の役割内訳

学校長
１名

小学部１年担任
１名

小学部２年担任
１名

小学部３年担
１名任

小学部４年担任
１名

小学部５年担任
１名

小学部６年担任
１名

中学部１・２年担任
１名

中学部３年担任
１名

専科教員
３名

事務職員
３名

英語科
３名

教職員総数 １８名

従業員構成

教科指導教員 １５名

常勤の教科指導教員 １０名

教科指導外職員 ３名

常勤の教科指導外職員 ２名

（文科省派遣教員９名、現地採用職員９名、アボリジニまたはトレス海峡島民のスタッフはいません。）

Staffing



９．専門性の向上

職員 Staff

理事会 Board

保護者 School membership

「自分の思いや考えを豊かに表現できる児童生徒の育成 ～一人学びと対話的な学びを通して，自
分の考えを表現する力を育む～」を研修テーマに、日々の授業改善に取り組んだ。
年間を通して研修日を設け、教職員に必要な資質の向上を図った。

４月 ― 研究テーマ決定、Staff code of conduct研修
スクールストリーム研修

５月 ― 学校教育目標と目指す児童像について交流、学習の手立ての検討、ヘルスレポート共有
Child protection/mandatory reporting研修
HP更新講習会

６月 ― 目指す子どもの姿の具体化についての討議、 AISWA Keeping safe研修
７月 ― 特別支援教育についての研修、評価についての研修 、エピペンの使用について       
８月 ― 研究授業に向けた研修、授業づくりについての交流
９月 ― 前期の教育活動についての振り返り、授業における課題設定の方法についての交流

１０月 ― 研究授業に向けた研修、レジストレーションに向けた討議、ICT活用について
１２月 ― 本年度の研究成果と課題の検討、本年度の教育反省
１月 ― 新年度に向けた話し合い
２月 ― 来年度の研究主題の検討、決定

PTAが主体となり、６月に保護者向けの研修会を行った。オーストラリアの教育制度に詳しい本校
の事務職員が講師を務め、ＪＳＰにおける子どもの安全を守る取組を伝えるとともに、子どものよいと
ころを見つけるためのミニワークショップを行った。本校の取組を保護者が知る良い機会となった。

理事会の方々には、本校の学校教育の取組を伝えるとともに、 Child protection及び
Mandatory reportingについてオンラインでの研修を行った。

Professional Development



１０．児童生徒の学習成果
 

NAPLAN （National assessment program literacy ）

教科評価

第 ４ 学 年 第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

国 語

〇段落構成を意識して文章を書くこと。
▲想像を広げて文章の内容を豊かにすること。

○配当漢字の習熟度は高い。
○段落相互の関係の読み取り。
〇発表する機会や掲示する次回を増やしたので、相手を
意識できるようになってきている。
▲さまざまな語句を遣い、相手意識を持ちながら豊かに文
章を書く。
▲完成した文章を互いに直して高めることが難しい。それ
でよいと思ってしまうことがある。

〇物語文の様々な表現と効果について考えること。
▲物語以外の教材から、学習の課題につながる効果的な
問いを見つけること。

算 数
○計算を正確にする。
▲あまりのあるわり算の計算処理。
〇計算を正確にしようとする意欲はある。
〇課題に対して、既習の解決方法を使い、自分なりに解こ
うとしている。
▲文章を正しく読み取り、立式することが難しい。
▲学習が定着するまでに時間がかかる。

○計算問題や図形にかかわる内容への習熟度。
▲文章を読み取り，数の関係を把握すること。
▲順序立てて問題を考えること。

○基本的な知識を理解し、問題に応じて概ね正しく使うこ
とができる。
▲課題に対して、粘り強く考えたり、間違いを振り返って改
善しようとしたりしている。

社 会

〇教科書を積極的に使い調べ学習を行ったり自身で設定
した課題について情報を収集し適切にまとめて発表したり
する力がついてきた。
▲調べたことをもとに考えたり関連付けたりする力を深め
る必要がある。

〇社会的な出来事や事象に対し高い関心や意欲を持って
取り組んだ。
▲調べたことから社会の事象と人々の生活の変遷につい
て深く考察すること。

〇資料を基にした疑問から単元全体の課題設定へつなげ
ること。
〇資料から因果関係を考察すること。
▲複数の資料や既習事項との関連を考察すること。

理 科

○これまでの経験や実験から、気づきと問いをもてる。
〇予想をもち、理由をつけて表現できる。
▲複数の事象を関係づけて、考察として表現すること。

〇自然科学に対する興味・関心。
○実験・観察を正しい方法で進める。
〇授業で学習した内容を生活と関連付ける。
▲理科学習の基盤となる自然体験、生活体験の乏しさ。
〇子供たちで見通しをもって実験の計画ができた。

〇自然科学に対する興味・関心。
○実験・観察を正しい方法で進める。
〇授業で学習した内容を生活と関連付ける。
▲理科学習の基盤となる自然体験 、生活体験の乏
しさ。
〇問題に対して、自分たちで実験方法を考え 、解決
しようとする。
〇問題に対して、学習内容を生かし予想を立てる。
▲学習した内容がどのように発展していくか、関連
しているかを考えることが難しい。

外国語
（小４・５・６）

Undiagnosed special needs.
Students need more support and information 
from parents / others staff

○Improved spoken self-expression, sharing of 
opinions and extended vocabulary in reading.
▲ Needs structured writing, punctuation, 
grammar, paragraphing.

○ Improved spoken self-expression, reading 
comprehension, vocabulary, adjectives.
▲Needs writing, use of extended vocabulary in 
writing, paragraphing, cohesion and articulation.

日本の学習指導要領に則り、各教科、単元の目標を設定し、児童生徒の学習状況を把握していて
いる。授業内の学習への取り組む姿勢、学習成果物、単元末のペーパーテストなどを総合的に判断し、
絶対評価を行っている。課題は見られものの、どの学年も各教科の目標を達成する学習状況であると
言える結果が見られた。

202５年度 授業改善プランより

NAPLANは、オーストラリアの小中学生を対象に実施されている学力診断テストです。英語の読み
書きと計算能力を診断するもので、英語（オンライン形式）で出題され、評価されます。
HTTPS://WWW.NAP.EDU.AU/

本校は永住者を受検対象とし、2024年３月に２年生、４年生、中学部２年生で実施した。
  Numeracy（数学）については、どの学年においても高い数値を記録することができている。実施学

年の平均をすべて超える結果を記録する児童も見られた。
英語でタイピングすることへの経験が少ない児童もいるため、WritingsとSpellingには課題が見ら

れる。

Student Outcomes

https://www.nap.edu.au/
https://www.nap.edu.au/


１１．保護者への報告
 

JSPでは、前期（４～９月）と後期（１０～３月）の二回、学習状況や学校生活の様
子を保護者に伝えるために、通知表を作成・配付している。

通知表は児童生徒の成長を願って保護者に対して学校生活の様子や学習状況
を知らせるものである。児童生徒の頑張りを評価するとともに、今後の励みとなるよ
う肯定的な表記を心がけている。基本的には各教科の学習指導要領における評価
規準に照らし合わせ、到達度を数値化し、小学部は３段階、中学部は５段階で評価
（絶対評価）している。

評価については、テストだけで行うものではなく、ノート、ワークシート、作品、普段
の授業の様子等も考慮する。評価の裏付けや説明ができるものは保管し、次年度
以降にも引き継げるように体制をとっている。

通知表

個人面談
JSPでは、５月、９月、２月の計３回個人面談を行っている（２月は希望制）。子ど

もたちの生活の様子や学習状況、進路指導など児童生徒一人ひとりのニーズに合
わせ、保護者と情報共有を行っている。

また、本校では英語科の授業を重点の一つにしており、英語科教員との面談を
行っている。特に、永住者の児童生徒の言語能力や進路についての話を子に応じ
た形で行っている。

個人面談における保護者との共通理解事項
・お子さんの成長に関する思い
・特別支援のニーズ
・学習面や生活面、人間関係など気になること
・身体面、健康面について伝えておきたいこと（アレルギーなど）
・学習の状況について
・進路について

Reporting to parents



１２．児童生徒の出席状況
 

欠席理由の多くは病欠である。２０２５年度には長期欠席者、不登校児童生徒も
見られなかった。

学年 1学期（５４日） ２学期（５０日） ３学期（４９日） 4学期（４１日） 平均（194日）

小学部1年 ９６％ ９２％ ９６％ ９５％ ９５％

小学部2年 ９４％ ９３％ ９７％ ９４％ ９５％

小学部3年 ９６％ ９６％ ８９％ ９６％ ９４％

小学部4年 ９５％ ９３％ ９７％ ９２％ ９４％

小学部5年 ９５％ ９５％ ９５％ ９３％ ９５％

小学部6年 ９４％ ９１％ ９７％ ８９％ ９３％

中学部１年 １００％ １００％ １００％ ８９％ ９７％

中学部２年 ９６％ １００％ ８８％ １００％ ９６％

中学部３年 ９８％ １００％ １００％ ‐ ９９％

全体 ９６％ ９６％ ９５％ ９４％ ９５％

２０２５年出席状況

子どもが欠席または遅刻する場合、保護者から当日の午前８：２０までに学校ま
で連絡することとしている。２０２３年度からスマートフォンの学校向けコミュニケー
ションアプリ「SCHOOL STREAM」を運用し、保護者は フォームを使って欠席の
連絡をすることができるようになった。また、Eメール、手書きのメモでもお知らせい
ただける。児童生徒が出席しておらず、８：３５までに連絡がない場合、教職員が児
童の緊急連絡先に連絡し、児童生徒の安否を確認するようにしている。

Student Attendance



１３．学校評価
 

JSPでは、毎年前期と後期の二回、保護者に対して学校評価についてのレビューをとっている。
よいよい教育活動を進めていくために、保護者のニーズや思いを教育活動に反映することをねら
いとしている。

２０２５年年度末教育評価

評価は、「A できている」「B ややできている」「C ややできていない」「D できていない」の４段階でアンケートを
取っている。２０２５年度はどの項目でもAとBの割合が多く、本校の教育活動について多くの子ども、教職員、保護者
が満足のいく結果となった。

survey

A できている

Excellent

B ややできている

Very good

C ややできていない

Good

D できていない

Not Good

総合評価

１学校運営

保 学校は、教育目標や方針に沿って教育活動を行っている。 ８７％ １３％ - -

Ａ教 教育目標や方針を踏まえて、組織的に教育活動を展開している。 ７９％ ２１％ - -

子 めあて（目標）やきまりにそって、いろいろな学習や行事に取り組んでいる。 ７４％ ２２％ ４％ -

２特色ある学校づくり

保
学校は，ＪＳＰならではの特色ある教育活動を行っている。

（少人数授業、異学年や現地校との交流、ELSやACL、日本文化教育・行事、体力向上の取組など）

９０％ １０％ - -

Ａ
教 ＪＳＰならではの特色ある教育活動を行っている。 ８６％ １４％ - -

子 ＪＳＰの学習や行事には、ほかの学校にはない楽しいと思うところや、すてきだなと思うところがある ８１％ １１％ ７％ -

３教育活動の改善

保 学校は、保護者の意見を参考にしながら、よりよい学校づくりを進めている。 ７３％ ２７％ - -

Ａ教 保護者の意見や要望を参考にしながら、学校運営や教育活動の改善に努めている。 ８６％ １４％ - -

子 自分たちの意見や考えが、よりよい学校づくりに生かされていると思う。 ５９％ ３７％ ４％ -

４保護者連携

保 学校は、保護者の意見に耳を傾け、相談しやすい雰囲気である。 ７７％ ２３％ - -

Ａ教 保護者の意見に耳を傾け、相談しやすい雰囲気を作っている。 ７１％ ２９％ - -

子 先生たちは、よく話を聞いてくれている。 ７８％ ２２％ - -

５開かれた学校

保
学校は、スクールストリームやホームページ、授業参観、保護者ボランティアなどを

通して、開かれた学校づくりに努めている。
８７％ １０％ ３％ -

Ａ
教 スクールストリームやホームページ、授業参観、保護者ボランティアなどを通して、開かれた学校づくりに努めている。 ８６％ １４％ - -

子 JSPは、スクールストリームや授業参観、ボランティア活動などを通して、家の人や地域の人とつながっていると思う。 ５６％ ４４％ - -

６児童生徒理解

保 学校は、子どもとよく関わり、良さを認めて励ますなど、子どもをよく理解している。 ８３％ １７％ - -

Ａ教 子どもと積極的に関わり、一人一人のよさを認めながら理解を深めている。 ７１％ ２９％ - -

子 先生は、自分のがんばりやよいところを認め、理解しようとしていると思う。 ８１％ １９％ - -

７学校規則

保 学校は、生活のきまりやルールを示し、子どもの安心安全な学校生活を支えている。 ９３％ ７％ - -

Ａ教 生活のきまりやルールを明確にし、児童生徒が安心して学校生活を送れるように努めている。 ７１％ ２１％ ７％ -

子 学校は、生活のきまりやルールを大切にして、安心して学校生活を送れるようにしていると思う。 ８９％ １１％ - -

８生徒指導

保 学校は、子どもが他者と協力して話し合い、よりよい関係や生活をつくる力を身につける活動を行っている。 ９０％ １０％ - -

Ａ教 児童生徒が他者と協力し、話し合いながら、よりよい人間関係や生活を築く力を育む活動を行っている。 ６４％ ３６％ - -

子 学校では、友だちと話し合ったり、協力したりして、みんなでよりよい学校生活をつくる活動をしていると思う。 ８５％ １５％ - -

９対人関係づくり

保 子どもは、学校生活を楽しんでおり、同学年や他学年の友達と仲良く過ごしている。 ８０％ ２０％ - -

Ａ教 児童生徒は、学校生活を楽しみながら、同学年や他学年の友人と良好な関係を築いている。 ８６％ ７％ ７％ -

子 学校生活は楽しく、同じ学年やほかの学年の友だちとも仲よくすごしていると思う。 ６３％ ３３％ ４％ -

10学習意欲

保 子どもは、学習に意欲的に取り組もうとしている。 ６０％ ３７％ ３％ -

Ａ教 児童生徒は、学習に意欲的に取り組もうとしている。 ７９％ ２１％ - -

子 学校の授業や家での勉強に、がんばって取り組もうとしている。 ７４％ ２６％ - -

11個に応じた指導

保 子どもは自分に合っためあてや見通しを持って学習課題に取り組むことができている。 ５０％ ４７％ ３％ -

Ｂ教 児童生徒一人ひとりの学習状況に合わせて，それぞれに必要な学習課題を与えている。 ６４％ ２９％ ７％ -

子 授業では、自分に合っためあてや見通しを持って学習課題に取り組むことができている。 ４８％ ５２％ - -

12ICT,図書の活用

保 学校は、必要に応じて図書やICT機器などを活用して学習効果の向上に努めている。 ８３％ １７％ - -

Ａ教 ねらいに応じて図書やICT機器など多様な教材を活用し、学習効果の向上に努めている。 ６４％ ３６％ - -

子 学校では、本やタブレットなど、課題に合った方法で調べたり、まとめたりしている。 ８１％ １９％ - -



１４．地域との連携・関係性
 

JSPでは２０２５年度にPTAや保護者の協力のもと、様々な活動を
行うことができた。また、日本人コミュニティーをはじめ、多くの地域
人材と連携協力し、教育活動を行うことができた。

PTA活動
４月 ― PTA総会、学校教育課程説明会、五月人形・鯉のぼり設置
６月 ― カレーの日、学校見学会、KONNICHIWAベイクセール、PTA研修会
８月 ― 照り焼きチキン弁当の日、 Inter house athletic carnival差し入れ
９月 ― Inter school athletic carnival差し入れ

１０月 ― 学校見学会
１１月 ― からあげの日
１２月 ― サンダウナー、キャンプ・サマープログラムの差し入れ
１月 ― 牛丼の日
２月 ―  PTA後期総会
３月 ― ひな人形設置
（本校への記念品、物品購入：校章付きスポーツタオル、日本代表ユニフォーム掲示用フレーム、ハッピ）

学校行事・授業
５月 ― KONNICHIWA（日本文化発信行事）
６月 ― サッカー日本代表チーム交流、学校見学会

WASOリハーサル見学、Inter-house cross country、Inter-
school cross country

８月 ― 音楽鑑賞会、 Water corp incursion、餅つき
職場体験（Perth CBDにある飲食店）、

９月 ―  Inter house athletic carnival、 Inter-school athletic carnival
弦楽四重奏鑑賞会

１０月 ― カラーコーディネイト学習 、OPEN NIGHT、英検
１１月 ―  生け花体験、学習発表会、中学部柔道学習（UWA）
１２月 ― サマーキャンプ（ Ern halliday recreation camp）、
              低学年遠足（AQUA）、 Music assembly、Sundowner、
１月 ― 水泳学習（Bold park）、うどん打ち体験
２月 ― 盆踊り（和盆連）、しらせ見学、漢字検定
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